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研究成果概要 

酵素は高い選択性を有する触媒であるが、産業利用は限られた酵素にとどまっている。本研究

では、酵素探索とタンパク質工学に独自のデジタル技術を導入し、新規酵素の発見と量産化技術

の高度化を目指した。具体的には、コロニー形態を指標とした画像認識技術による有用微生物の

選抜と、機械学習と実験データを統合した可溶性発現の“シグナル”解析を進め、酵素ごとに適

用可能なテーラーメイド型改良技術の確立を図った。 


